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○ 担当 それでは、定刻を過ぎましたので始めさせていただきます。 

 私のほうから最初に資料の確認をさせていただきます。資料の１枚目、会次第の下に資

料の一覧をお示しいたしました。御確認いただきまして、不足がございましたらお声かけ

ください。 

 本日ですが、資料１が令和６年度使用教科書審議会資料（調査研究委員会まとめ、基礎

資料）、資料２が令和６年度使用小学校教科用図書審議会（第１回）の会議録となってお

ります。よろしくお願いいたします。 

 本日ですが、お一人御欠席の連絡をいただいております。 

 もう一人、少し遅れて参るということであります。よろしくお願いします。 

 それでは、早速、委員長に審議を進めていただきたいと思います。 

 委員長、よろしくお願いいたします。 

○ 委員長 皆さん、こんばんは。 

 では、ただいまより「令和６年度小学校教科用図書審議会」、第２回になります。開会

いたします。 

 では、始めに今日の審議の進め方について申し上げます。 

 まず、本日から、教科用図書について調査研究委員会の報告を基に各発行者の教科用図

書を比較、検討の上、文京区立小学校が令和６年度より使用する教科用図書として望まし

いものを答申するための審議をしていただく予定でおります。 

 配付資料については、先ほど、事務局より確認のありましたとおりです。審議を進める

に当たっては、調査研究委員会のまとめ、基礎資料を基にしたいと思います。 

 最後に、記録の情報公開について申し上げます。本審議会の審議内容については、個人

名を伏せて、話を要約させていただいたものを記録としてまとめることにいたします。 

 記録については、８月31日まで時限秘となり、それ以降、情報公開の対象となりますの

で、御承知おきください。 

 それでは、審議を始めます前に、副委員長から今日の審議について確認をいたします。

よろしくお願いします。 

○ 副委員長 それでは、本日の審議、よろしくお願いいたします。 

 今、進め方は委員長よりございましたけれども、限られた時間でございますので、それ

ぞれの教科書のよいところや特徴を御発言いただき、それを答申に生かしていくという考

え方で進めていただければと存じます。 

 その際の視点でございますけれども、前回の資料に実施細目がございましたが、例えば

内容としては、教育委員会の教育目標を実現できる内容であるか、文京区の子供たちの実

態に合っているかどうか、正確さや分かりやすさ。構成では、配列や系統性、一貫性、読

みやすさ、見やすさ、分量、使いやすさというような視点がございましたので、そういっ

た視点でよいところ、あるいは特徴となるところを、それぞれの委員の視点で御発言をい

ただければと存じます。 
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 皆様に御発言をいただいた内容が答申に反映されますので、ぜひ活発な御意見をお願い

できればと思います。 

 それでは、本日、どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 では、今日、こちらの資料１のほう、教科、国語からずっとありますが、行けるところ

まで行くという形で、御協力のほう、よろしくお願いいたします。 

 では、まず初めに国語の教科目標と調査研究委員会の報告について、皆さん資料１をお

開けいただきますでしょうか。まず最初に、教科・種目名、国語のまとめがそこにござい

ます。１枚でまとめのほうが書かれております。しばらく時間を取りますので、資料のま

ず国語のまとめ、こちらに目を通していただいて、国語の教科書等がこちらにありますの

で、そちらにも目を通していただきながら、後で審議のほうに移りたいと思っています。 

 まず、国語のほう、取りあえず３分程度お時間をこれからそれぞれ取りながら、こちら

のほうに目を通していただき、あと教科書のほうですね。皆さん、教科書のほうは国語は

ありますか。お二人で１つというところになりますか。では、まず国語、資料１のまとめ

のほうに目を通していただきながら、教科書をめくりながらということで、取りあえず３

分程度お時間を取りたいと思いますので、お願いいたします。もしかしたら同じ学年で見

て、系統性、それぞれの教科書で一つ取って見てということが。 

 それでは、ちょっと３分過ぎましたけれども、今、東京書籍、教育出版、光村図書とい

うことで御覧いただいているかなと思うのですが、まだ資料確認をしながらという状況か

というふうにも思うのですが、審議のほうに移らせていただきます。 

 今、教科書を実際にめくっていただき、調査研究委員会のまとめ、あと基礎資料のほう

を御覧いただいた中で御意見をいただければと思うのですが、事務局のほうに質問があれ

ば、併せてそのときにお願いしたいというふうに思っています。 

 調査委員会のまとめは発行者順になっていますけれども、この順番で、この教科書のこ

ういうところがとてもいいのではないかというような御意見でもよろしいですし、ランダ

ムに、この教科書が、この発行者がというような形で御意見を出していただいても構いま

せん。ぜひ御意見のほう、よろしくお願いいたします。 

 では、いかがでしょうか。委員の皆さん、どうですか。 

 いかがですか。 

○ 委員 各社で、例えばいわゆる物語文といったものがどんなふうな内容で載っている

かなというのを比較してみたりしたのですけれども、各社とも同じ、共通のものが載って

いるのですけれども、特に低学年では、１年生でそれが出てくるのか、２年生で出てくる

のかというのが社によって違いがあったのですね。その学年の発達段階を考えたときに、

適切に読み取りとか読解ができるのかなというのを考えているかなと思ったのは光村かな

と思ったのです。 

○ 委員長 具体的な物語教材の配置みたいなところ。 
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○ 委員 そうですね、学年の。やはり低学年だと１年生と２年生の学習に対する発達段

階の差というのはあると思うので、それは配慮しているのかなというふうに思いました。 

○ 委員長 同じ教材でも、それを低中高の中でそれぞれどのように配置するかという工

夫が見られたということですね。 

○ 委員 低学年ですね。 

○ 委員長 ほか、いかがでしょうか。 

 私、５年生を見たのですけれども、５年生を比べて、国語の学習としての進め方という

のがどの教科書にも載っていて、そこは分かりやすいな。特に東京書籍なんか、国語の学

習の進め方、１冊になっている。だから、常にここの最初の学習の進め方に戻って確認を

しやすいのかなということ。デジタルノートの作り方というようなことも、タブレット端

末をどう活用していくかとか、その辺を含めて、その辺の工夫が１冊にまとめられ、常に

そこに戻りというようなことの見やすさでいくと、分かりやすさはあるかなというふうに

は、３冊を見ながらですね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○ 委員 ３社はそれぞれ本当によさがあって、どのよさを取るかなという辺りなのかな

というふうに思いながら読みました。 

 東京書籍は、全体的に１ページ当たりとか１単元当たりとかの情報量がすごく多いです

ね。１ページにも小さい枠がたくさんちりばめてあったりして、たくさんの情報が入って

います。ただ、反面、ここまでのたくさんの情報を扱い切れるのかなという、自分が担任

だったらどうかなというのは、ちょっと不安も覚えたりしました。ただ、東京書籍は本当

に言語の知識のページの例示だとか、新出漢字の例文とかが大変豊富で、調べ学習をする

上ではいいのかなと感じました。 

 ただ、文京区の子供たちということで言うと、光村なんかは本の選び方の提案がすごく、

作家別に選んだらどうかとか、５年生を読んだのですけれども、提案がすごく具体的で面

白いなと思います。 

 光村が、全体的に見て、どこを見てそういうふうに思ったのだと証拠を出せと言われた

ら困るのですが、協働的な学びを重視しているのかなということを感じています。 

 教育出版は、自分が担任の頃の思い出とかも絡んでなのかもしれないのですが、心に残

るようないいお話が多いかなと思います。物語も、説明文も。同じ敬語のページを比べる

と、一番しっかり子供に分かりやすく扱っているなと感じたのが教育出版でした。 

 それぞれ三様のよさがあるというふうに感じました。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 教育出版だけ２冊なのですね。上下巻。高学年だけですかね。高学年だけ２冊。 

 ほか、いかがでしょうか、委員の皆様。 

○ 委員 １冊か２冊かというところで言うと、１冊のほうが単元配列の変更とかがすご
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くしやすくて、あと、上と下が扱っているのが重なったりもしますよね、たまに。そうい

うときも２冊持ってくるとかいう必要はなくて、扱いやすいのかなと思うのですが、タブ

レットが加わったりしている昨今だと、重たいという批判を受けてしまったりしないかな

という心配があります。 

○ 委員長 そうですね。それはありますよね。 

 表紙なんかも大分、光村はちょっと違うではないですか。教育出版と光村の表紙を比べ

ても、絵の感じとか、光村は、銀河と書いてありますけれども、文京区の子供たちにとっ

て、最初に教科書と出会ったときのこの辺りというのが、ひとつ。いかがですか。いろい

ろな視点で、この教科書のこういうところは、１冊、２冊というところだけではなくて、

中の例えばここの部分がと。 

 お願いします。 

○ 委員 私は、上にあった１年生から始めてですけれども、東京書籍の教科書を拝見し

たところ、教科書っぽくないというか、割と言葉の力という用語のセンスとか、冒頭の登

場人物が、お名前がきくちあかりちゃんとか、イラストつきでコトハちゃんということが

出てきたりするのですけれども、割と現代的なセンス、いろいろな雑誌とかチラシとか、

目にする今どきの書面の作り方と近い感じがして、新しい感じがするので、１年生がどう

なのかは分からないのですけれども、大人の目線から見てすっと目が行く感じがしたので

すね。目になじみがあるという。それがいいのか悪いのか。悪いというか、どういう作用

をするのかとかはちょっと分からないのですけれども、そういうふうにまず感じて、情報

量が多いということも、今どきの子供たち、情報量の多いものを、子供たちの雑誌とかも

ぎっちり詰まったものを読むのですね。なので、行間を読むとか、イラスト一つから読み

解く力とか、そういうのもあると思うので、どういう作用って分からないのですけれども、

情報量が多いと割と逆にすっと入る感じはしました。 

 あともう一つ、東京書籍の後ろのほう、角野栄子さんのお顔写真があったのですね、作

家の。作家さんの顔写真が入るんだと思ったところが。違ったかな、光村だったかな。見

失いました。時間もあれなので、また後で見つけたらお伝えします。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 なじみやすさというのと、あと情報量。ただ、文京区の子供たち、そのたくさんの情報

があったときに、その中から何を選ぶか、そこについて力をつけていくというのは一つ大

事な視点だと思うので。 

 では、ほかいかがでしょうか。 

○ 委員 私は５年生で比べていて、「新聞を読もう」というのが、今の時代に新聞を読

もうというページがあるのだと思って、各社見てみたらどれにもあったので見比べてみた

のですけれども、教育出版さんは図で説明をしていたりして非常に分かりやすく、新聞以

外のところも結構図を多用していて、図のこういうところが見出しになっているのだとか、

そういう説明をしっかりポイントポイントを押さえて書いているので見やすいかなと。た
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だ、教育出版さんに関しては漢文とかそういうのが多くて、ちょっと内容が難しいような

印象も受けました。 

 一方で、東京書籍さんと、あと光村図書さんは、図からこの部分が見出しだとか、リー

ド文だとか、そういう説明がちょっと分かりづらいなと。説明もちょっと硬いなという印

象を得たのと、東京書籍と教育出版だと、例えば「新聞を読もう」というところで記事の

見比べをしているのですけれども、ただ、光村図書さんは２つの記事を比べようというだ

けで、記事の内容が、教育出版だと本物の記事を載せているのですけれども、光村図書は

記事がすごく小さく、文章だけページにだーっと書かれているような、そんな感じなので

すね。そういった意味で光村図書さんは見づらいかなと。ほかのページも見てみると、結

構字が詰まっているので、見づらい印象を受けるのは光村図書さんかなというふうに感じ

ます。 

 そんな感じです。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 教育出版は２冊あるから、今お話があったように余裕がある編集をされているという感

じはやはりしますね。そこはよさなのかなとも思いながら、見やすさというところも一つ

大事な視点かなと思います。 

 それでは、よろしいですか。国語について、今それぞれ、ほかの教科書と比較したり、

またはその教科書のよさというところで意見をいただきましたが、国語については以上で

御意見ということにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 では、この勢いで、続いて書写のほう、よろしくお願いいたします。書写は１ページ、

１枚目、国語の裏面になります。書写も３つ、東京書籍、教育出版、光村ということで、

今度は書写のほうです。またちょっとお時間を取りますので、御覧いただければと思いま

す。では、書写のほう、同じ学年で見比べたりとかを含めて。 

 委員の皆さん、いかがでしょう。書写はちょっと教科書が薄いところもございますので、

ほかの委員の方の御意見を聞きながらもう一回見て、何か気づいたことを言っていただけ

ればと思います。 

 では、委員の皆様、どうでしょうか。書写について何か御意見をいただければと思いま

すが、よろしくお願いします。 

 では、お願いします。 

○ 委員 ３年生以上の毛筆のページで比較すると、教育出版は見開きの右側に大きなお

手本があるのです。前はよく升刷りしたりしていたかもしれないですが、今はそういうこ

とをすると紙の無駄だというところもあって、左にあるページもあるのか。ただ、５年生

で比べると全部右だったのです。 

○ 委員長 ４年生、左。 

○ 委員 右が多いかなと思うのです。ほかの２社は左が多くて、やはりお手本が右にあ

るほうが授業のとき使いやすいかなと感じました。 
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 あと、ぱっと見がすごく色味がよくて、子供にとって見やすいかなというふうに思いま

した。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 では、ほかの委員の皆様、いかがでしょうか。 

 私は今、４年生を見ていたのですけれども、それぞれ「ノートの取り方」というのがあ

って、１社だけ理科で横書きのノートの取り方。教育出版は、ほかは縦書きのノートの書

き方をやっているのですが、４年生ので見ると、理科だけあえて横書きのノートの書き方

を。４年生の教育出版、28、29ページ、あえてこれだけ横書きのノートの書き方をレッツ

トライで入れているというのは、ほかとは違う、あえてこれは横書きなのだ。理科は３年

生からだけれども、４年生でこれを入れるのだなと。これも一つ特徴なのかなというふう

に思いました。 

 あと、最初の初めのところのこういう置き方をしますよというところで、東京書籍だけ、

用具の準備で、絵は小さいのですけれども、この辺にいろいろ説明があって、大筆は、新

しい筆は軸を回しながら穂先からゆっくりほぐして使うとか、その辺がちょっと細かく出

ていて、これは興味を持ちやすいのかな。ほかはどうだろうと思うと、ほかは大きく置き

方はこうですよと。あと、墨のすり方とかが載っているところもあるのですけれども、こ

の辺も多分東京書籍のこだわりというか、興味を子供たちに持ってもらうための工夫なの

かななんてことはちょっと感じました。 

 ということで、すみません、しゃべり過ぎました。ほか、いかがでしょうか、委員の皆

さん。 

○ 委員 ３年生を見ているのですけれども、最初のページだけしかまだ見られていない

のですが、教育出版さんだと「確かめよう」というページがあって、どのフレーズがいい

かな、よいものに丸をつけようみたいな、そういうのもあったりして、筆の使い方を確認

させるようなページがあっていいなと感じたのがあります。 

 あと、光村図書も筆の使い方みたいな部分はあるのですけれども、光村図書のいいなと

思うのは、丸と三角となっていて、始筆の筆の置き方、こっちは丸だけれども、この置き

方は三角だよみたいな、そういうのが書かれていて、それはそれで見やすいなと。ただ、

「確かめよう」みたいなのがないので、分からなくなってしまったときに一々ここを見な

ければいけないから、それは面倒くさいのかなと感じたのがあります。 

 あと、東京書籍さんは擬音が多いなと思って、とん、すー、とん、すーみたいな、それ

は要るのかなというのはちょっと思いました。 

○ 委員長 確かにそうですね。とん、すー、ぴたとか。 

○ 委員 そうです。とん、すー、ぴたという、そういうのが多いので、それはどうなの

でしょう。３年生だからあってもいいのかなと思ったりしますけれども。 

○ 委員 いや、上の学年も、６年生もある。 

○ 委員長 ４年生にもありましたね。 



8 

 

○ 委員 そうすると微妙かなというのは感じます。 

○ 委員長 教員が指導の中で、はい、ここはぴたっととかと言うところをあえて、おっ

しゃったように東京書籍はそれを入れてというところなのかなと。ほかは入っていないで

すね、確かにね。 

○ 委員 ほかは入っていないですね。 

○ 委員長 そうですよね。とんとないですよね。教育出版がちょっと小さいのが、ぴた

っと。 

○ 委員 全部入っていますか。 

○ 委員 よく見ると入っています。 

○ 委員長 ちゅんとか。教育出版は、イラストのこの子が小さく吹き出しでとんとか。 

○ 委員 そうなのですね。まだ確認がちゃんとできていなくて、失礼しました。 

○ 委員長 でも、それが全部に入っているかというとそうでもないので、さっきおっし

ゃったことは東京書籍のもしかしたらこだわりのところなのかもしれないですね。ありが

とうございます。 

 どうぞ。 

○ 委員 私は６年生のを見ていて、教科書がどういうふうに使われているのか分からな

いのですけれども、こういうところを見ると、ちょっと気になってしまったところなので

すけれども、東京書籍の割と画数の多いところで、筆運びを青い文字で記しているのです

けれども、これはすごく画数が多いので、でも、６年生だから大丈夫なのかな。かえって

ややこしいなと私は感じたのですね。 

 教育出版を見たら、まず右と左のページの字が一緒。湖という漢字のお手本と、湖とい

う漢字の説明というふうに、見開きで両方が合っているので見やすかったのと、運筆の運

びの矢印とかも見やすいなというのを思いました。 

 でも、実際の教科書をどういうふうに使われるのかの現場が分からないので、見た感じ

だけの印象なのですけれども。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 そうですよね。筆運びのこれがちょっと違うのですね。書き方がね。 

○ 委員 そうですね。説明のところが、画数で１、２、３、４と番号を振っているとこ

ろもあります。筆運びだから必要なのかな。 

○ 委員長 ここからこうつながってくるのよというのは、指導の中で、例えばここで跳

ねて、そのまま筆が来るというのがさっきの矢印で。 

○ 委員 そうですね、文字と文字の。平仮名であればこの線でも分かりやすいのですけ

れども。 

○ 委員長 その辺の分かりやすさ。工夫なのだけれども、こっちのほうが分かりやすい

かなというところですよね。 

○ 委員 そうですね。そう思いました。 
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○ 委員長 分かりました。ありがとうございます。 

 では、ほかの委員の皆さん、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

 それでは、書写については以上で御意見をいただいたということにしたいと思います。 

 続きまして、国語、書写が終わりましたので、次、社会ということで、御用意のほう、

お願いできますでしょうか。 

 では、またしばらくお時間を取ります。社会も３つの教科書、東京書籍、教育出版、日

本文教出版ということでございますので、ちょっとお時間を取りますので、お願いいたし

ます。 

 それでは、社会のほう、委員の皆様、いかがでしょうか。審議のほうに移ります。御意

見をお願いいたします。何かございますでしょうか。 

 東書は、５、６年は２冊に分かれているのですね。東書だけ。あとは１冊。教育出版と

日本文教出版については、高学年も１冊ずつ、まとまっているというところ。 

 どうでしょうか。委員の皆さん、いかがですか。 

 どうぞ。 

○ 委員 社会科、３年生、４年生は副教材があるので、５、６年が特にこの教科書を中

心に扱って行う観点なので、３、４年生はどっちかというと文京区の区の副読本を使って

やる。それから、４年も東京のほうをやるので、５、６年中心に見ていくのが、ここが一

番教科書で分かれるところではないかと思っています。 

 ６年生の政治とかの導入とかがどういう感じかというところは、会社によって違いはあ

るかなというところです。 

○ 委員長 最初の導入のところですか、政治の。 

 どうですか。委員の皆さん、今のところ、何かございますか。 

○ 委員 今の話。 

○ 委員長 今の話のところで言うと。 

 では、今のところではないところでも、委員の皆さんからもしあれば。でも、東京書籍

は歴史、政治、国際と分かれていて、それぞれの最初のところ、今、他の委員もおっしゃ

っていましたけれども、その学習をどう進めていくかというところについて言うとやはり

詳しく書かれているかなという感じはするのですよね。 

 どうぞ。 

○ 委員 東京書籍には、さっき国語のときに私、情報が詰まり過ぎていてちょっとと思

ったのですが、社会科においては結構教科書で調べ学習とかを授業のときにやることが多

いので、この情報量の多さがとてもむしろ役に立つのかなと思いました。 

 もちろんどの社もＱＲコードとかがついていて、そういうところで多分広げて調べられ

るようには工夫されていると思うのですが、教科書自体に非常に豊富な資料が載っている

ということでは、非常にいいなと思いました。 
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 それから、６年生の選択の事柄ですね。子育て支援と災害復興という辺りで、子供にと

ってぴんときやすいというか、ほかの社と比べるとぴんときやすい、子供にとって分かり

やすい題材かなと思いました。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか、委員の皆さん。 

○ 委員 私、年表が好きなので比べたら、ちょっとだけ特徴があったので、またイラス

トとかなのですけれども、日本文教出版というところの年表は、なぜか人物のイラストが

多くて、ほとんどなのです。人物の服装とか、そういうところのイラストがメインで載っ

ていて、２冊分かれているところ、東京書籍の年表は建物ばかりなのです、写真が。建物

中心、遺跡とか。そして、教育出版の年表はミックスなのです。人物のイラストと建物や

遺跡の写真がミックスでバランスよく配置されていて、私はこの年表が分かりやすくてい

いなと思ったのですけれども、でも、２冊に分かれているのもすごく、歴史は歴史の本、

政治、国際は政治、国際の本となっているほうが、持っていきやすいというか、ずっとい

いなとは思いました。 

○ 委員長 年表一つ取ってもその会社の特徴というか、単純にこの２冊を比べると同じ

なのですね、大体。ただ、この使い方だと思います。 

 今、ふと見ていたら、どこもＳＤＧｓはあれなのですけれども、日本文教出版は結構、

ＳＤＧｓは大きく最初のところでも取り扱いながらというところは、もしかしたらこの教

科書の特徴なのかなということも感じました。 

 では、ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 担当 私のほうからお話をちょっとさせていただければと思います。 

 先ほど委員の皆様からお話があったように、まとめのほうを見ていますと、教科調査の

先生方も、やはり東京書籍のほうで学習過程が明確に分かれているという点を取り上げて

いたりとか、視覚的に理解が深まるように、資料や動画が非常に多用に使われているとい

うところが東京書籍の特徴なのかなというふうに思います。 

 また、今、ＳＤＧｓの話がありましたけれども、文教出版のほうですけれども、単元の

内容とＳＤＧｓ等の現代的な問題を扱った記載があるというところも、こちらにもまとめ

のほうには書いてありますし、３社とも今、話題となっています二次元バーコードの活用

については、様々な方面から活用しているというふうに報告を受けております。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 では、いかがでしょうか。今、事務局のほうからも話がありましたが、それ以外の視点

で、この教科書、こういうところがとても見やすい、分かりやすい、文京区の子供たちに

とってはというようなところの視点で何か、それ以外でも御意見があれば、いかがでしょ
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うか。 

 いいですか。 

 では、社会科のほう、これで審議について御意見をいただいたということにしたいと思

います。ありがとうございます。 

 それでは、今度は社会科とともに一緒に活用していく地図帳になります。地図帳のほう、

御用意ください。 

 では、地図帳につきましては、東京書籍、そして帝国書院ということで、２つ教科書が

出されております。手に取って御覧いただきまして、また後で御意見をいただきたいと思

います。 

 それでは、よろしいですか。審議のほうに移りたいと思います。御意見があれば、どう

ぞよろしくお願いいたします。いかがですか。 

 お願いします。 

○ 委員 帝国書院のほうなのですけれども、こちらは私も幼い頃からではないですけれ

ども、なじみのある地図帳なのですけれども、相変わらずと言っていいか、優しい海の色

でいいのですが、江戸時代の地図というか、簡略されたものが載っていたりするのはとて

も面白いなと思ったところと、小学生の時点で世界地図がどこまで正確なものがいいのか

は疑問ですけれども、この地図にランベルト正積方位図法というちゃんと地図の技法の名

前まで入っていて、ここに小学生が気づくかどうかというのは分かりませんが、知識とし

てそういうものが視覚として入ってきて、頭の片隅にでも入るのであればとてもいいなと

いうふうに感じました。 

 東京書籍も一緒なのですけれども、それぞれの地図に特産品だったり、そこの象徴する

ようなものがそれぞれイラストで入っているのはすごく分かりやすくていいなと。 

 東京書籍のほうは本当に色の感じがはっきりしていて、子供たちはこちらの色のほうが

好むのかな、どうなのかなというのは、好みの問題なのかなという気はするのですけれど

も、ぱっと見たところでは、はっきりした色のほうが、小さな子というか低学年とかであ

れば興味を引くのかなというふうに感じました。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 ぱっと見て、３年生、６年生にも、色味で言うと帝国書院のほうがほわっとした感じの

色の感じですかね。私、最近ちょっと目があれなので、私はこっちがほわっとして見やす

いかなと。ただ、やはり子供たちはこういうはっきりしたほうがということも。色もあえ

てちょっと変えているというのは、それぞれのところの特色なのかなという気もいたしま

す。 

○ 委員 関東地方を比べてみたのですが、帝国書院の63ページと大日本の41ページです。

色の今の話で言えば、高低差がよりはっきりしているのは、帝国書院のほうの色の分け方、

これはきっと見て明らかです。 
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○ 委員長 この茶色の部分ですね。 

○ 委員 文京区の取り上げは、ちなみに東京書籍は45ページ、首都東京、帝国書院は67

ページに自分たちの文京区の取り上げですが、同じぐらいかなという気もしますが、おじ

いちゃんの絵だとか、こういうのが入っているのがどうなのかなというのは多少あるかも

しれませんが、こっちもパンダがいるので。 

○ 委員長 さっき他の委員が、イラストが入ってと。そのイラストも２つ比べると多少

違ってくるのかなと。 

 ほか、どうでしょう。いかがでしょうか。 

○ 委員 ＱＲコードを読んでみたのですね。帝国書院のＱＲコードをぱっと見ると、最

初に地図クイズが出てくるのです。今、押したら、間違って押してぶーっと鳴ってしまっ

たのですけれども、すぐにクイズに行くのです。一番最初の項目が地図クイズで、今のが

帝国書院ですよね。 

 でも、何となく取っつきがいいＱＲコードの先は、帝国書院のほうが、こっちもあるの

ですけれども、都道府県幾つ言えるかな、ビンゴ、都道府県かるた、似た感じですね。す

みません、両方ともありました。 

○ 委員長 飛ぶ先は同じようなあれでしょうか。 

○ 委員 同じ感じでした。 

○ 委員長 興味が持てるようなクイズからとか。 

○ 委員 やはりクイズは両方ありました。 

○ 委員 ただ、クイズにすぐに取りかかれるのは帝国書院だなという印象ですね。 

○ 委員 そうですね。 

○ 委員長 東京書籍は、そこに行くためには何か最初にあれなのですかね。 

○ 委員 ちょっとホームページっぽい画面に行って、そこでクイズというのがあるから、

それを選択するとクイズに移るという感じなのですけれども、帝国書院はすぐにクイズの

画面に移るみたいな。 

○ 委員 ちょっと古い感じ。サイトの作りが東京書籍のほうがちょっと昔風で、帝国書

院のほうがＱＲコードで飛ぶ先は分かりやすい、今っぽい画面になっています。 

○ 委員長 両方とも地図の中にマップでジャンプとか、帝国書院は地図マスターへの道

とか、それぞれ小コーナーがあって、興味を引こうと。 

 私は、この地図を見たときに、帝国書院のほう、これは帝国書院の特徴なのかなと。広

く見渡す地図というのがあって、同じように見比べていくと、あえて広く見渡す地図とい

う、大きなところから、その後もっと少し細かくなるのですけれども、すごくそれが、こ

れは帝国書院が工夫しているところなのだなと。最初から同じようにめくっていくと、最

初からもう日本列島があって、九州地方云々というところがあるのですけれども、帝国書

院のほうは、広く見渡すところから、少しずつというような、この辺も見やすさをちょっ

と工夫しているのかなというところでありますね。 
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 ほか、いかがでしょうか、委員の皆様。 

○ 委員 今のところもそうですけれども、帝国書院は、そのページで子供に何をしっか

りつかませたいかという、そのページの意図が明確だなという気がするのです。今の広く

見渡す地図というのも、ざっくりと北海道なら北海道、例えば29ページだったら北海道を

ざっくりとまず見ようねというのが分かるページの作りになっていて、先ほどの色合いも、

土地の高低差をしっかりと分からせるというところが、先ほど他の委員が御指摘された、

そういうのが分かる。そのページページで分かりやすいかなと思います。 

 東京書籍のほうは、先ほど言ったとおり、例えば土地の高低、ここは山地なのだなみた

いなのが、茶色い色合いなのがより分かりやすいのが帝国書院のほうかなと言ったのは、

逆に言うと、東京書籍さんも色合いはとてもきれいなのだけれども、そういうところの意

図がページページにより分かりやすく示されているのは帝国書院さんのほうなのかなとい

う気はします。 

○ 委員 この地図、すごいですね。山脈が物すごく見渡して分かりやすい。 

○ 委員長 それはどこのあれですか。 

○ 委員 帝国書院の55ページなのですけれども、ああこういうふうになっているのだと。

ちょっとデフォルメされているとは思うのですけれども、見渡して分かりやすいです。 

○ 委員長 江戸時代の結びつきのところですね。 

○ 委員 そうですね。項目としては別のことなのかもしれないのですけれども、立地か

らこういう人の動きになるということですよね。 

○ 委員長 この辺も多分、帝国書院のほうの工夫の一つの特色なのかなと思います。 

 では、いかがでしょうか。地図帳につきましては大きく２つの出版社ということで、そ

れぞれの特徴が今、委員のほうから出されたかなと思います。 

 では、地図帳につきましては以上で御意見をいただいたということでよろしいでしょう

か。 

 ありがとうございます。 

 では、続きまして、算数です。算数をお願いいたします。算数が一番高い山を作ってお

りました。では、またしばらく時間を取りますので、委員の皆さん、教科書のほうを御確

認ください。 

 では、委員の皆さん、どうでしょうか。いかがでしょうか。審議のほうに移りたいと思

いますので、ぜひ御意見のほう、今回、算数は教科書の出版社の数も多いので、それぞれ

順番でもいいですし、この社の教科書はこういうところが分かりやすくてとか、ぜひ御意

見のほうをお願いいたします。いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 算数、小学校５年生のほうを見ているのですけれども、補充問題とか復習問題

というのが結構どの教科書にも最後あるのですが、とにかく１つだけ、日本文教出版さん

が、チェック、チャレンジ、ジャンプというふうに３種類に分かれているのですね。ほか
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のところは多くて基本とジャンプとか、あるいは補充問題だけとかになっているのですけ

れども、日本文教出版さんは３つに分かれていて、算数が好きな子とか得意な子なんかは

ジャンプ問題までしっかりやれそうだし、レベル分けに対応できていていいのではないか

なというのは感じます。 

 あと、私は数学科なので、その目で見てしまったのですけれども、学校図書さんが円周

率の歴史とか、そういう算数に興味を持たせるような小話、コラムみたいなものを載せて

いるので、その点がすごい面白いなという感じ。 

○ 委員長 学校図書ですか。 

○ 委員 そうですね。学校図書さんの５年生になります。円周率の歴史というのをわざ

わざ載せていたりして、楽しいなというふうに感じたのがあります。 

 あと、ＳＤＧｓについて結構しっかり書いていのが教育出版さんですね。教育出版さん

が最後のページに、「考えようＳＤＧｓ」というのを載せていて、社会問題に絡めて算数

をやっているというのが、なかなかない発想で面白いなというのを感じました。 

 あとは、日常のものに置き換えて話をしている、展開しているのが、新しい算数、東京

書籍さんとか。学校図書さんとか東京書籍さんとかは、例えばペットボトルを例にして式

が繰り広げられていたりとか、そういうのが結構多くあるので、日常に置き換えて算数を

知れるというのはいいのかなと思ったところです。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 今、お話を伺っていて、どこか１つだけ教科書が大きさが違うのがありましたね。学校

図書ですか。ほかはみんな。形が横。その分、ぱっと見ると見やすさもその分あるかなと

いう気はいたしますね。ありがとうございます。 

 ただ、まとめのところでも、２段階で、さっきお話のあったチェックしてチャレンジし

てジャンプしてというのは、確かに日本文教出版のところの特色なのかなと思いましたね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○ 委員 １年生の導入、一番最初の授業に入るときに、おはじきとかブロックを使って

数の操作をするのですが、そのしやすさで、今の大きさで言えば、東京書籍、大日本、啓

林、日文はそれ用というか、分冊で、それ用の広めの薄めのこういうのを使って、ブロッ

クだとかおはじきが置きやすく。 

○ 委員長 大きい。 

○ 委員 実際の内容については、もう一つ分冊で教科書を作ってという感じになってい

るので、教育出版みたいなものは、導入、載っているのですけれども、この分の厚さが結

局置くときに置きにくいみたいなところは工夫として。 

○ 委員長 確かにそうですね。実際に子供たち、おはじきを使ったりやっていますから

ね。そこまで配慮してというところかな。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 どうぞ。 
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○ 委員 東京書籍さんの４年生以上に、冒頭に、いわゆる世界や日本で活躍している人

のコラム、算数と自分がどんなふうにつながっているのかというのがあって、例えば４年

の上だと卓球の伊藤美誠さんとかというのは、「私と算数」という冒頭のコラムがあって、

これほかの出版社さんにはない工夫だなというふうに思いました。 

 算数はどうしても得意だなとか苦手だなというのが子供の中ではっきりしてしまうのだ

けれども、算数というのはこんなふうに、一見関係ないようなところにもつながっている、

要は自分の将来に生かされるところもたくさんあるのだよというようなことをこういうコ

ラムで載せているのは工夫かなとちょっと思いました。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 興味、関心を子供たちに、そのための一つの工夫ということですね。 

 私、見ていたら、東京書籍は単元に入るときに復習が必ず左のページに載っているので

すよね。例えば、私が見ているのは３年生の上の余りのある割り算を考えようというとこ

ろが83ページにあるのですけれども、見開きのその左側には、どんな計算の場面かな、復

習と書いてあって、この復習を基に前の既習学習を思い出しながら、この単元ねという、

東京書籍はそんなふうになっていて、ほかは新しい単元につながっていくような、例えば

イラストでうまく分けられるの、じゃあちょうど分けられない割り算について勉強してい

こうねでこっちのページみたいな、東京書籍だけそこにつながるような復習が左に入って

いるというのも、それは東京書籍の工夫なのかなというふうにはちょっと感じて、今、見

たところ、ここだけそうなのだなと。だから、それは一つの特徴なのかなというふうには

思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 それぞれ同じ学年の同じ単元のＱＲコードをつなげてみたのですが、東京書籍

はすごく工夫した動画、ムービーという感じのものが入っていて、これは単元の導入とし

て非常に目を引くかなと思いました。 

 あとはほかも割と工夫はしていて、啓林館なんかは同じ領域の既習事項の復習問題だっ

たり。 

○ 委員長 それがＱＲコードで。 

○ 委員 はい。大日本図書は、全学年の全領域に飛ぶ感じですね。というような感じで

それぞれ工夫があったのですが、ＱＲコードに何を求めるかにもよると思うのですけれど

も、東京書籍の動画は非常に楽しいかなと。ただ、全部のＱＲコードはもちろん見ていな

いので、全部がそうなのかはちょっと分かりませんが、そういう特徴が見てとれました。 

 ただ、同じ領域の既習事項の復習から入りたいなという先生もいるかなと。そう考える

と、啓林館のも悪くはないかなと思いました。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 
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 どうぞ。 

○ 委員 先ほど１年生を言った。６年生の分数の割り算をひっくり返して掛ける分数の

割り算があります。あれの導入のところの数字が、５分の２割る４分の３の数字でやって

いるところが３社で、５分の３割る３分の１、要するに単位分数、３分の１で割っている

というところが２社で、本区の子供たちからすると、より数字が難しいというか、３分の

１で割るというよりは、もう少し上げた課題である教科書のほうが、やや子供たちには歯

応えがあるのではないかなと。 

○ 委員長 歯応えがあるのは、今のお話だと、３社はどこなのだろう。 

○ 委員 教出、学図、大日本、東書、３社ではないですね。 

○ 委員長 ４社ですね。そこは、それに向かい合う子供たちの状況によって、ちょっと

工夫はしているところなのかな。文京区としては、今、他の委員がおっしゃったような視

点でいくと、そのほうが子供たちが意欲を持って取り組めるかもしれないということにも

なるかもしれないし、それも一つの特色なのかなと思いました。 

 ほか、いかがでしょうか。なかなか教科書が多いので、見比べてというところも。 

 お願いします。 

○ 委員 啓林館さんが唯一、最小公倍数の書き方が、３の倍数にも４の倍数にもなって

いる数は３と４の公倍数と言いますという言い方をしていて、ほかのところは、例えば３

と４の共通の倍数という言い方をしているのですね。これのように、啓林館さんが結構平

易な言葉、よく言えば平易な言葉を使っていて、読みやすいのかなというのは感じます。 

 ただ、最小公倍数のところで言うと、言い方が共通というのはもう５年生の時点では知

っている単語ではあるので、なぜあえてそれを使わなかったのかなというのが疑問として

はあるので、その疑問があって、ちょっと平易過ぎるのかな、ちょっと易し過ぎる言葉を

使っているのかなという印象でもあります。 

 だから、言葉の使い方として、どういうレベルのものを用意するかという視点で言うと、

本当に落とし込んだ言葉、平易な言葉を使ったものを子供たちにやらせるのであれば適切

という感じですかね。 

○ 委員長 先ほど他の委員が分数のところでお話ししたことと、今の言葉をどういうふ

うに子供たちに伝えるか、目の前の子供たちにとってと考えると、平易な言葉にした意図

というのが何かあるのかもしれませんけれども。 

 分かりました。ありがとうございます。 

 では、委員の皆さん、いかがでしょうか。ほか、御意見よろしいですか。 

 事務局のほう、よろしいですか。何か補足で。 

○ 事務局 補足させていただきます。 

 先ほど話題に上がりましたＱＲコードのデジタルコンテンツについては、解説資料のほ

うに数字が上がっていたので情報提供させていただきます。 

 東京書籍が約1,450種類、大日本図書が1,445種類、学校図書が610種類、教育出版が590
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種類、啓林館が1,610種類、約です。日本文教出版が840種類と、少し差が出てきているか

なというところで、ただし、先ほど大日本図書、委員からお話があったように、全体の扱

いであったりとか、会社によってはそのページごとにリンクをつけているという工夫も出

始めているという状況がございます。 

 以上です。 

○ 委員長 数も大分あれなのですね。 

 分かりました。ありがとうございました。 

 よろしいですか。 

 算数については、これで御意見は以上いただいたということで、ありがとうございまし

た。 

 では、続きまして、理科のほうに移りたいと思います。理科は５つの出版社からという

ことになっております。理科、３年生以上ということで、よろしくお願いいたします。ち

ょっとお時間を取ります。 

 それでは、いかがでしょうか。理科のほう、審議に移りたいと思いますが、何か御意見

があれば、ぜひ。大分委員の皆さんのお顔も見えやすくなってまいりましたので、いかが

でしょうか、何か気づいたところとか。 

 私から、ぱっと見たときに教科書の大きさがまず違うではないですか。東書と大日本図

書だけ大きいですかね。例えば３年生、理科が始まって、昆虫のところはすごく子供たち

は興味、関心を持っていて、昆虫のところを見たのですけれども、写真が見やすいのは、

量も多いのは、東京書籍がとても写真も多くて、昆虫のところだけを見ても、とても多く

て見やすくて、写真の量が豊富でと思っているのですが、大日本図書も、昆虫のところ結

構多いのですね、アゲハチョウのところ。大きい分、この２つの会社については、写真も

多くて、子供にとってみれば初めての理科ということで、興味、関心を持ちやすいのかな

というふうに感じたのと、あと、理科ってこんなお勉強ですよという学び方が一番最初の

ところにこんなふうにあると思うのですけれども、私が見ていて見やすいのは、東書が問

題、予想、計画、観察・実験、これがとても見やすくて、その横にちょっと説明。一番こ

の辺の学習の学び方、進め方みたいなところ、ここも細かく書いてあるのですけれども、

見え方としては大きくて、こっちのが見やすいかなということをぱっと見てちょっと感じ

たところで、そこは東書のよさであり、先ほどの写真とかが豊富でちょっと大きくて見や

すいというのは大日本図書も教科書の大きさのよさが生かされているのかなというふうに

は思いました。 

 ということで、ほかの委員の皆さん、いかがでしょうか。 

○ 委員 ３年生が、理科を初めてやるので、観察・実験のところで比べてみたところ、

太陽と影の観測というのがあって、教育出版はこんな感じ、ペットボトルを使ってこうい

う観察ですね。この形が、ここと、あと学校図書は、こういう自分が立ってやる。対して、

ほかの大日本なんかは工作用紙を使って、ペンを立てて、より計測的な方向で、これをや
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っているのが、ここと、あと東京書籍、それから、工作用紙は使っていませんが、やはり

同じような形でやっているのが啓林ということで、より観測が具体的になっているという

感じは、こちらのほうがしたというところです。 

○ 委員長 観測がより具体的になっているのが。 

○ 委員 今の工作用紙を使っているとか、板を使ってやるほうが、自分の体だとかペッ

トボトルで何となくやるよりも、より具体的な観測になる。 

○ 委員長 具体的に計測をしていく。文京区の子供たちの状況を考えていくと、より具

体的なもので、計測で数値的に積み重ねてみたいなほうが興味を持てるということもある

のかもしれないですね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 では、お願いします。 

○ 委員 教育出版さんの人体をぱっと開いたときに、いきなりこのページだったのすよ。

このページで、これはめちゃくちゃで、大きいがゆえに、４ページにわたってあるのです

けれども、人体に興味がある人なんかだと、結構これは面白いなと感じるなと。ただ、一

方で、こういうのが気持ち悪いと思う子はもしかしたらいるかもしれないなというのはあ

るのですけれども、それでほかのところのものを見たら、例えばこんな感じで、一般的な

感じで書かれているので、すごい特徴がはっきりとあって、例えば同じ人体ですけれども、

こういうふうにちょっとリアリティーを持たせていたりとか、ほかのページも、ほかのと

ころに比べると教育出版さんのほうは写真を多用していて、分かりやすくなっているので、

６年生しか見ていないのですけれども、図の大きさというか、図で非常に分かりやすく書

かれているというのは教育出版さんの一つの特徴かなというのを感じました。 

 そんな感じです。 

○ 委員長 そこは特色が出ているのですね、今のところね。 

 どうぞ。 

○ 委員 私は今、うちの子がメダカをやっているので、メダカを見ていたのですけれど

も、メダカのところと、４年生、５年生のぱっと開いた扉のページのところを見ていたの

ですが、一番私が見ていて魅力的だったのは東京書籍です。東京書籍さんの一番扉を開け

たところのページが、「理科で未来を予想しよう」という宇宙の写真が出てくるのです。

あと航空写真が出てきて、ＱＲコードはデータが重いのか開かなかったのですけれども、

それとあとメダカを見たら、写真がすごくきれいでした。大きいし、卵がきらきらしてい

て、すごくきれいな写真が入っていて、中の説明は大体皆どこの会社も一緒なのですけれ

ども、ぱっと引きつけられたのは東京書籍です。 

 あと、ほかも写真はもちろん入っていて、説明もあるのですけれども、メダカに関して

言うときれいなのはそこで、あと、冒頭のところで各社工夫していて、地下の台風が起き

たときの逃げ道になる水の要塞みたいなところですよね。その写真があったのが教育出版、

ちょっとＳＤＧｓも入っていて、ちょっと興味を引く内容だったり、あと、これは啓林館
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ですけれども、空中に浮かぶ電球とか、ちょっと疑問を持たせるようなところであったり、

あとは、大日本出版は冒頭が漫画です。５年生。これはサバイバルみたいな、そんな感じ

で面白いなって思ったのがちょっと目を引いたところです。 

○ 委員 東京書籍と大日本図書が縦長っぽい形なのですが、特に東京書籍は縦長をうま

く利用しているページの展開をしているなと。胎児の成長のところを見たのですけれども、

こっちは大きくアップ、こっちは縦に展開している。あと、どのページにも、さっき他の

委員がおっしゃっていたのですけれども、問題、まとめとか、こういうのがすごく分かり

やすく学び方を、教室や理科室で役に立つ学び方の追い方というか、これはもしかしたら

使いやすいかなと。 

 理科は縦長の教科書が魅力的だなと思いました。やはり大日本図書も縦長をうまく使っ

ているので、ページに面積があったほうが、余裕があっていい資料が載せられるのだなと

いうふうに全体的に感じました。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 写真とか、そういうのをうまく活用してどこもやっているのですが、その見やすさは多

少会社によって違うところがあるのかもしれませんね。 

 それでは、いかがでしょうか。 

 事務局のほうから何かございますか。 

○ 事務局 構成について、先ほどの扉、最初にありました学び方につきましては、資料

のまとめのほうの２番にあります。調査研究委員会のほうでは、大日本図書の展開の内容、

問題、実験・観察、まとめと、大きなまとめがさらに細かく、大日本図書は７つの段階で

示されているというところが特徴的だというところが挙げられております。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 大日本図書、３年生も確かに７つですね。では、全部７つなのですね、学び方のところ。 

 分かりました。ありがとうございました。 

 では、理科のほう、以上で審議、御意見をいただいたということでよろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 では、これで理科のほうについては御意見をいただいたということにしたいと思います。 

 続いて、生活科まで行ってしまいますが、よろしいですか。残り、音楽と生活科が残っ

ているので、生活科を今日最後ということで、事務局、よろしいですか。 

 では、委員の皆様、生活科は東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、光村図書、

あと啓林館、６つの会社からございますので、よろしくお願いします。 

 上下で分かれていますけれども、１年、２年という形ですね。 

 では、委員の皆様、いかがでしょうか。 

 １、２年生の教科書ですので、見ているだけで文字の大きさだったりとか、その辺はど

こも工夫をされているのかなと思うのですけれども、委員の皆さん、いかがでしょうか。

何か御意見があれば。 
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 単純に、例えば東京書籍と啓林館というのは、最初、子供がめくりやすいようにですか

ね。ぱっと開くとスタート生活みたいな、ちょっとめくりやすくなっているのです。これ

は１年生が同じ大きさのではなくて、こうあることでめくりやすくしているのかなとか、

啓林館と東京書籍はこれが多分意図的な配慮なのかなとは思ったのですけれども、そうい

う配慮がされているなというのは今、見ながら思ったところです。 

 ほか、いかがでしょうか。何かほかにもいろいろ。 

 どうぞ。 

○ 委員 理科のときに、大きいことはいいことだみたいなことを言ってしまったのです

が、啓林館、面積は小さいのですが、物すごく資料が豊富で、特にライブというページが、

図鑑のようなページがすごくいいなと思います。ライブというページがところどころにあ

って、すごくビビッドな色合いで、豊富に図鑑的なページになっている。その辺りが非常

にいいなと思いました。面積は小さいですけれども。 

○ 委員長 面積は小さいけれども、文字が大きくて、うまく写真をというところの工夫

はあるのかもしれないですね。分かりました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 全部見ていないのですけれども、今、東京書籍、啓林館、光村もちらっと見た

ところなのですけれども、内容というか、１年生に入ったばかりというところで、生活に

慣れるとか、そういうことも含めてということかもしれないのですけれども、イラストに

しても写真にしてもなのですけれども、それこそいろいろな国籍の子であったり、車椅子

の子であったり、そういう多様性の面での配慮がされている教科書というか、そういうふ

うになっている。あえて意識してそういうものを使っているのかなという気は今、してい

ます。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 確かに意図的に多分委員がおっしゃったような多様性みたいなところで、どういう写真

を使っていきますかというようなところの工夫は、見やすさとともに子供たちへのメッセ

ージとしてというのはあるのかもしれないですね。 

 光村の上巻、車椅子のお子さんもいらっしゃったりとか、さっき委員がおっしゃったよ

うなところ、いろいろなお子さんが、仲間がいるよというところのメッセージなのかなと

いうふうな。 

 ほか、いかがでしょうか、委員の皆さん。 

 お願いします。 

○ 委員 大日本図書と啓林館の２つかなと思うのですけれども、書かせるところが結構

あって、自分たちで想像させたりとか、そういう想像力とか、発想力とか、そういったも

のを育むことができそうだなと感じたのがこの大日本図書と啓林館ですかね。自分の発見

だとか自分の考えを書いていくようなところが多かったのでというのを感じました。 
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○ 委員長 そこに、子供が気づいたことだったり、考えたことだったりというのをまと

める、教科書の中にね。 

○ 委員 大日本図書なんかでは、野菜も元気だよという、この部分を埋めていくような

感じなのかなと思うのですけれども、これは結構特徴的だったので面白いなと思って。 

○ 委員長 そうですね。ほかのところでは、ここまでのスペースで、だから、やはり子

供に考えさせて、自由に書けるようなスペースを取っているというところ。 

 分かりました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 生活って、外に出ていくイメージとか、校庭に出ていくとか、そういうイメー

ジが強いので、教科書に求められるものが何なのだろうと思ってしまったのですけれども、

ちょっと特徴があったのが、これは皆さん御存じですか、このキャラクター。うちに物す

ごい小さい頃読んでいた、「コんガらガっち」というキャラクターなのですけれども、地

図の道をたどっていって、いろいろなものを発見していったりとかするという、そのキャ

ラクターを使って、むむむとか、何かすごく教科書、読み物として目を引くなと。やはり

キャラクターの力を使ったりとかしているのが、教育出版が、ああ、なるほどなと思いま

した。 

○ 委員長 この黒いあれですか。 

○ 委員 黒い生き物が、架空の生き物なのですけれども、「コんガらガっち」と言うの

ですけれども、「コんガらガっち」の説明は特にないのですけれども、すごいいっぱい出

てきます。彼がいっぱい語ってというのがちょっと特徴があって、私の家にいっぱいある

絵本だったので親しみがあったのですけれども、あと、光村図書だけが、広がる生活事典

といって、別冊に何か取れるみたいになっているのですけれども、きゅっと引き抜くと、

これが別冊になって、事典になって、イカのおすしとか、乗り物の乗り方とか、育て方の

種の種類とか、そういうのが載っていて、これはまとめて見られるので面白いなというふ

うに思いました。 

○ 委員長 これはこうなっているのですね。別冊でね。 

 ありがとうございました。 

 では、事務局のほうから何かございますか。 

○ 事務局 ございません。 

○ 委員長 いいですか。 

 では、ほかに委員の皆様、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

 では、生活科については、以上で御意見をいただいたということにしたいと思います。 

 では、もうお時間が８時を過ぎてしまいました。教科用図書の審議は、本日はここまで

ということにいたします。今のを答申文としてまとめる、そのまとめ方についてどのよう
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にするかを諮りたいと思いますが、副委員長のほうからよろしくお願いします。 

○ 副委員長 本日、教科用図書調査研究委員会からの報告のまとめを踏まえ、皆様から

いただいた御意見を事務局で答申文案としてまとめて、次回、６月27日に内容を御確認い

ただく形を取らせていただければと考えておりますけれども、よろしいでしょうか。その

ことについて、次回の審議会で審議できればと考えているところでございます。 

○ 委員長 では、今、副委員長からの申出のとおり、審議過程を踏まえて、事務局に答

申文案のまとめを作成していただき、それを確認する形ということでよろしいでしょうか。 

 では、事務局のほうにお願いいたします。 

○ 担当 答申文案の項目数につきましては、各教科３項目ないし４項目で全て統一をさ

せていただきます。事務局のほうで整えさせていただきます。御理解いただければと思い

ます。よろしいでしょうか。お諮りください。 

○ 委員長 では、特段影響がないといった御意見については、ここのところでは触れな

いで、全ての教科書会社同じ項目数で答申文を作っていただくということでございますが、

それでよろしいですか。大体３項目か４項目という形で。 

 では、そのようにしていただきたいと思います。 

 26日、答申文案が示されますので、それはまた次回の審議会の中で審議できればという

ふうに思っております。 

 では、よろしいでしょうか。 

 次回は６月27日火曜日の18時から、残っております音楽、家庭科、保健、外国語、道徳

の審議を行います。 

○ 担当 あと図工ですね。 

○ 委員長 音楽、図工、家庭科、保健、外国語、道徳の審議ですね。 

 委員の皆さんは、後日、事務局から配付される予定の審議会の答申、教科書の見本をあ

らかじめ御覧いただけると審議の進みも円滑になるかと思いますので、それぞれ御多用の

中とは存じますが、よろしくお願いいたします。 

 では、事務局のほうからお願いします。 

○ 担当 ありがとうございます。 

 第１回目の議事録を机上配付させていただいております。もし何かお気づきの点等ござ

いましたら、次回までに御連絡をいただければと思いますので、よろしくお願いします。

27日当日でも構いませんので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○ 委員長 では、議事録のほう、次回までに御意見があれば、次回のときでも、または

気がついたことがあれば事務局のほうに電話をしていただいてということでも構わないか

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 では、ほかよろしいですか。 

 それでは、以上で本日の審議を終了したいと思います。長時間にわたりましてありがと
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うございました。 


